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公開講座・セミナー報告
2012 年度　白梅家族・地域支援シンポジウム
「格差社会とソーシャルワーク」
　　　　　　5 月 26 日（土）
「格差社会とソーシャルワーク」
　今年度初めて試みる家族・地域支援シンポジウ
ムは，「格差社会とソーシャルワーク」をテーマ
に設定した。理由として，わが国は長期間の景気
の低迷，低所得層の増加，非正規雇用の拡大，公
共投資の抑制，少子高齢化の進行等により，これ
まで以上に貧困の存在が身近になっている。これ
ら社会問題に対し，貧困の第一線で活躍する実践
者や識者に報告いただき，改めてソーシャルワー
クは何を考え，どのような行動をすべきかを考え
る必要に迫られているからである。
　基調講演では湯浅誠氏から，貧困が生まれる構
造や，「すべり台社会」の実情などの説明の上，
格差や貧困を放置しておくことこそが社会全体の
損益につながることをお話いただいた。シンポジ
ウムでは，湯浅氏の他，貧困・公的扶助研究の第
一人者でもある杉村宏先生，長年ホームレス支援
に携わっている安江鈴子氏，生活保護制度の最前
線で活躍するソーシャルワーカーの横山秀昭氏を
お招きし，ソーシャルワークの果たすべき役割に
ついてそれぞれの立場から貴重なご意見を伺うこ
とができた。
　当日は土曜日ということもあり，一般の方にも
多くご参加いただけた。また大学の授業も開講さ
れており，学生の参加も多く見られた。申し込み
人数は 72 名だが，当日参加も含めると 132 名で
ある。保育・幼児教育が中心の本学ではあるが，
小平市に縁のある湯浅氏や杉村先生をお招きし，
このようなセミナーを開催できたことで，ソー
シャルワーカー養成に携わっていることを地域住
民を含め広く知っていただく良い機会になったか
と思う。
＜プログラム＞
基調講演　：　「格差社会とソーシャルワーク」
　・湯浅誠（自立生活サポートセンター・もやい事務局次長）
シンポジウム　：　「格差社会とソーシャルワークの役割」
　・シンポジスト　： 湯浅誠（自立生活サポートセンター・もやい事務局次長）
   杉村宏（法政大学名誉教授，元小平市ソーシャルワーカー）
   安江鈴子（新宿ホームレス支援機構理事）
   横山秀昭（横浜市港北区福祉保健センターソーシャルワーカー）
　・コーディネーター　： 長谷川俊雄（白梅学園大学子ども学部教授）
　　　司会　：　杉本豊和（白梅学園大学子ども学部准教授）
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